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田
路
市
政
の
最
優
先
施
策
を
問
う

行
政
不
信
払
拭
に

　
基
本
条
例
を
つ
く
る

問問

問 問 問 問問 市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

　
　
　
市
政
の
転
換
に
市
民
は
注
目

　
　
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
何
に

着
手
す
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
行
政
の
信
頼
回
復
が
最

　
　
　
　
重
要
な
の
で
、
市
政
運
営

の
憲
法
「
自
治
基
本
条
例
」
を
つ
く

り
、
住
民
と
共
に
市
政
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
「
ケ
ガ
と
弁
当
自
分
持
ち
」

　
　
の
環
境
で
は
、
農
林
業
や
ひ
と

り
親
方
の
生
業
は
守
れ
な
い
。
就
労
、

後
継
者
づ
く
り
に
万
一
の
時
の
安
心

制
度
が
必
要
。
先
進
事
例
に
学
び
労

災
保
険
の
適
用
助
成
等
に
取
組
む
べ

き
で
す
。

　
　
　
　
　
森
林
組
合
の
助
成
拡
充

　
　
　
　
な
ど
に
努
め
る
。
県
の
制

度
や
民
間
保
険
の
活
用
で
安
心
の
環

境
づ
く
り
が
良
い
。

　
　
　
合
併
優
遇
の
振
興
基
金
積
立

　
　
が
遅
れ
て
い
る
。
地
域
協
議
会

の
進
化
を
図
り
旧
町
毎
の
活
性
策
の

独
自
財
源
に
活
用
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
　
期
間
中
に
２４
億
円
の
積

　
　
　
　
立
を
実
現
し
、
発
展
進
化

を
目
指
す
地
域
協
議
会
な
ど
の
財
源

に
し
た
い
。

　
　
　
福
祉
部
長
時
代
の
副
市
長
の

　
　
職
務
怠
慢
に
よ
る
責
任
は
重
い
。

　
　
　
　
　
管
理
監
督
責
任
は
重
大

　
　
　
　
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
副
市
長
は
責
任
を
ど
う
受
け

　
　
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
反
省
す
る
が
、
管
理

　
　
　
　
　
を
改
善
し
責
任
を
全
う

し
、
後
任
に
引
き
継
い
だ
。

　
　
　
職
員
処
分
と
公
表
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
処
分
と
公
表
を
行
う
。

　
　
　
行
政
の
責
任
で
公
金
の
損
害

　
　
を
賠
償
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
賠
償
の
あ
り
方
を
含
め

　
　
　
　
特
命
チ
ー
ム
で
検
討
し
て

い
ま
す
。

危険を伴う山林作業

※兵庫県の平均は3,186円

兵庫県の水道料金ランキング

上
水
道
料
金
を
さ
げ
よ

高
い
原
因
を
調
べ
て
考
え
る

問

市
長

　
　
　
兵
庫
県
下
の
水
道
料
金
は
、

　
　
高
い
順
番
で
１
位
洲
本
市
、
２

位
宍
粟
市
で
す
。
前
の
１
位
の
家
島

町
は
、
姫
路
市
と
合
併
し
、
姫
路
市

と
同
じ
料
金
に
な
り
ま
し
た
。
宍
粟

市
の
上
水
道
料
金
は
、
近
隣
と
の
格

差
が
あ
り
す
ぎ
ま
す
。
市
民
生
活
を

守
る
た
め
に
も
下
げ
る
べ
き
で
す
。

平
成
２０
年
度
決
算
で
簡
易
水
道
は
、

１
m
の
水
を
つ
く
る
の
に
４２８
円
か
か

り
、
市
民
の
負
担
は
１８０
円
で
す
。
差

額
の
２４８
円
が
市
の
補
助
で
す
。
山
崎

の
上
水
道
は
２６８
円
か
か
り
市
民
負
担

は
２４２
円
で
す
。
差
額
の
２６
円
が
市
か

ら
の
補
助
で
す
。
こ
の
よ
う
な
格
差

を
同
じ
市
内
で
見
過
ご
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
簡
易
水
道
料
金
の
統
一

　
　
　
　
は
、
平
成
２２
年
で
す
。
将

来
的
に
は
全
体
の
統
一
と
な
っ
て
い

ま
す
。
高
い
原
因
を
調
べ
て
考
え
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
上
水
道
と
簡
易
水

　
　
　
　
　
　
道
で
は
制
度
の
違
い

が
あ
り
、
簡
易
水
道
で
は
国
の
補
助

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
上
水
道
は
、

公
営
企
業
法
の
経
費
負
担
の
原
則
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。
現
時
点
の
料
金

体
系
は
、
市
民
間
の
平
等
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
同
じ
宍

粟
市
民
で
あ
る
以
上
、
行
政
と
し
て

は
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
で

す
。

順位
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料金／月（20m）
３

市町名

7,350

5,040

4,030

3,410

2,835

3,811

2,835

2,100

1,995

1,764

1,732

934

洲本市

山崎町（宍粟市上水道）

一宮町（宍粟市簡易水道）

波賀町（　　　〃　　　）

千種町（　　　〃　　　）

佐用町

上郡町

姫路市

太子町

相生市

たつの市

赤穂市

３


